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秋といえば運動会のシーズンです。もちろんご存じの通り、本校では来る９月６日（土）※予備日は１０日（水）

に「令和７年度運動会」を行います。そのため、今、学校では練習の真っ盛りです。そこで練習の様子を写真

でお伝えするとともに、子供たちにインタビューした「その種目の見どころ」をご紹介します。また指導する先

生が練習中に言っていた必勝法（？）も、ここだけの話としてこっそりお伝えします。 

《 No,8「JSB ハリケーン！2025☆彡 》 
４～６年生による競技です。巷では「台風の目」でよく知られているチーム

リレーです。子供たちによると、観戦ポイントは「チーム名と掛け声」で、必勝

策は「カーブでの（チーム）協力」だそう

です。練習の際に先生から伝えられた

テクニックは、①待機する集団が短くまとまる（広がっているとジャンプ

とくぐる際に不利）、②カーブの際４人が近づき小回りをする（棒の長

さ目いっぱいに広がらなくてもよいルールなので）ことです。 

《 No,9「玉入れ」 》 
小学部１～３年生による団体競技です。ルールは一般的な玉入れと何ら変

わりません。しかし、何といっても競技の間に組み込まれているダンスが見所で

す。子供たちが踊るのは「ポケダンス」という踊りで、その様子を見ると本当に

〇〇です。（※〇〇は見てのお楽しみです） また、保護者の皆さんには「釈迦

に説法」でしょうが、玉入れのコツは「落ち始めた玉しかカゴには入らない」と

いう真理です。子供たちは夢中で玉をカゴにぶつけようとしますが、それでは

よくてカゴの側面に当たって落ちるだけ、ほとんどの場合は遠くへ飛んで行っ

てしまいます。「山なり」のスローが求められます。 

《 No,11「JSBソーランに悔いはなし 》 
小学部３・４年生による集団演技です。演技の冒頭には、クラス毎に意

気込みを発表する場面があります。子供たちから教えてもらった演技のポ

イントは、隊形移動の美しさに加えて、「ソ

ーラン、ソーラン」「ドッコイショ―、ドッコイショ―」の掛け声の勇ましさです。

去年までは中学部が取り組んでいたソーラン節ですが、小学部３・４年生

はいったいどんな色に仕上げてくるのでしょうか。 

《 No,12「ゆめのてっぺんへ！」 》 

小学部１・２年生による集団演技です。演技のテーマとも共通する

「最高到達点（SEKAI NO OWARI）」に合わせた踊りです。２年生に

聞いたところ、踊るときには「上」を意識するところがポイントだそうで

す。この演技をする際には、①楽しく、②笑顔で、③動きを大きく という

３つの目標をもって練習してきています。 

いよいよ運動会が近づいてきました 



《 N0,13 「一味同心」 》 
５・６年生による集団演技です。静の前半と、動の後半に分かれ

ています。子供たちによると、「ベテルギウス（優里）」に合わせて

行う前半の組体操

では「バランスのと

り方」を、そして「ラ

イラック（Mrs. GREEN APPLE）」に合わせて踊るダンスで

は「手足の伸ばし方」「（集団の）息の合わせ方」の２点が観

戦ポイントだそうです。 

《 No,14「New Style」 》 
中学生全員（写真は中１のみ）による集団演技です。昨年度

までの中学部はソーラン節に取り組んでましたが、新たなチャレン

ジとしてダンスに挑戦しているよ

うです。そしてその思いは題の

「New Style」に表れています。生徒によると、振り付けは動画を元にして

いるものの、所々にオリジナルの部分が混じっているそうです。ダンス指導

の中心も生徒、そして学校での練習時間だけでは不足する練習量を確保

するため、各自が家で個人練習をしていることもあるようです。正に「主体

的」を絵に描いたような取組だと思います。 

 

《 校長のつぶやき 》 
２学期が始まって、早いものでもう２週間です。１学期から続けてい

る「お昼におじゃまします※１」を再開し、毎日どこかの教室を訪れて

います。そこでは子供たち共々、担任の先生から「給食は静かに食べ

ましょう」と指導されながらも、楽しい会話の中、愛妻弁当を口に運

んでいます。   

私の「夏休みにはどこかへ行った？」という質問に、子供たちは「〇

〇へ行ってきた」とか「△△は素敵なところだったよ」と一生懸命答

えてくれるのですが、欧州初心者の私には、正直「どこ？？？」と思え

る程上級者向けの国々が多いようです。たまに「スイスはきれいでし

たよ」などと私でも分かる国が出てきたときには少しホッとして、「マ

ッターホルンは見た？」「物価は高いって聞いたけどやっぱり？」など

と、ついつい質問を並べてしまいます。いつの日か「〇〇か、いいとこ

ろだよね」「△△へ行ったら□□は見た？」などと、子供と会話ができ

る日が私には訪れるのでしょうか。 

私が「城マニア」ということは常々子供たちにも伝えているところ

ですが、学校からも程近い（車で３０分程）所にあるお城を紹介しま

す。今回はベールセル城（Kasteel van Beersel）です。お堀に映る逆さのお城も素敵です。 

※１ ： （仮名）昼食時間に校長が、どこかの教室を訪れて一緒にお弁当を食べてくること 

《 お知らせ 》 
9 月 27 日（土）１３：３０～１５：００、本校体育館を会場に「鑑賞会『アンドレの翼』（日本語とフランス語

による朗読会）」が行われます。詳しくは案内及びパンフレットを送信しましたので、そちらをご覧ください。 


